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  News Topics 
 

●半世紀の節目彩る 新ﾏｽｺｯﾄ＆ロゴ誕生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台南高 
 

No.5 R8.6.25 

 

Sendai Minami 

英 知  調 和  自 律 

仙台南高校創立 50周年を記念し、昨年度、本校生徒から募集した「50周年記念マスコットキャラクター」

および「50周年記念ロゴマーク」が、さる 5月の 50周年記念事業実行委員会で承認され、正式に採用されま

した。マスコットキャラクターは「いちょうどり兄妹」として考案され、後に兄妹それぞれの名前も生徒から

募集。先日、兄が「みなまる」、妹が「みなっぴ」とそれぞれ命名されました。一方、ロゴマークは、「南」と

いう漢字をモチーフに考案され、「変える」を意図したカエルや、本校のシンボルツリーである公孫樹（いちょ

う）の葉の色を取り入れたカラーリングなど、工夫が施されています。詳しくは考案者のコメントをご覧下

さい。なお考案者の 2名には、10月 2日（金）東京エレクトロンホールにて執り行われる創立 50周年記念式

典において、表彰および記念品の贈呈がなされます。 

創立 50周年記念ロゴマーク 

 
【考案者 2年 S.Yさん より】 

漢字の「南」をモチーフに可愛らしい感じにし

たかった。真ん中にカエルを入れたのは「カエル

→変える」という意味でデザインし、50 周年と

いうことで、これからの南高を良い方向へ変え

ていきたいという思いを込めた。そして、イチョ

ウをデザインに入れたいと考え、イチョウの葉

の色を文字の色にした。カエルも人も手を広げ

ているのは「おいで」という意味で、南高が地域

や中学生などさまざまな人たちにとって親しみ

やすい存在でありたいという願いを込めた。 

創立 50周年記念マスコットキャラクター 
「いちょうどり兄妹」 

（一般生徒より兄「みなまる」・妹「みなっぴ」と命名） 

【考案者 3年 S.Yさん より】  

仙台南高校のシンボルマークともいえるイチョウ

と、空へはばたく鳥を組み合わせたキャラクターを

作りました。このキャラクターにはイチョウを大切

にする、つまり伝統や歴史をないがしろにせず大切

に守り、そして鳥から新しい知識の追求、挑戦をやめ

ない心をもつという意味を込めました。南高校全体

生徒が自分だけの「いちょうどり」を心に持つことが

できれば、相手の個性を尊重し、よりよいものをみん

なでつくっていける学校になると考えました。 
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●宮城県合唱祭「フェスティバル賞」受賞！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

●３年「社会人講演会」を実施しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【合唱部より】合唱部は、５月３１日(日)に多賀城市文化センターで行われた「第７８回宮城県合唱祭」

に参加しました。小学生から大学生、一般の団体まで幅広い年代の方々が集い、合唱を楽しみ味わう雰囲

気がありました。私達が演奏した大ホールの他にも小ホールでも演奏が行われていて、文化センター全体

が合唱で満たされているのが印象的でした。 

合唱部が参加した Cブロックは、昨年フェスティバル賞(ブロック第 1位)を受賞した団体が多く、他団

体の演奏を聴かせていただくのも刺激的で勉強になりました。今年は、木下牧子さんの「春に」と「愛を

こめて花束を」を演奏し、嬉しいことに今年度は本校がフェスティバル賞をいただくことができました。

１年生は初めてのステージでしたので緊張もしたと思いますが、実りある良い時間になりました。これか

らも歌声を通して繋がっていくことを大切に演奏していきたいです。 

５月２９日（金）、ViXion株式会社より取締役の内海俊晴

（うつみとしはる）氏をお招きし、3年生を対象とした「社

会人講演会」を実施しました。この社会人講演会は、社会の

第一線で活躍する方の講話をお聴きし、現在の仕事の内容

や社会の動向について理解を深めるとともに、そこに至る

までのプロセスを学ぶこと、さらに、生徒自身が自らの将来

像を具体的に描き、今後の主体的な進路選択や学習意欲の

向上につなげることがねらいです。ご講演をいただいた内

海氏は、宮城県亘理町の出身、日本の優れた技術や「ものづ

くり」の精神を信じ、その社会実装に情熱を注ぎ続けてきま

した。国内屈指の官民ファンド等において、最先端テクノロ

ジーを持つスタートアップの育成・支援に深く関わった後、

ViXion株式会社の取締役に就任、「近くも遠くも瞬時にピン

トが合う」という革新的なアイウェアの開発・普及を経営面

から支え、まさに、ものづくりに人生を捧げた技術者たちの

想いを、ビジネスという形で世界へと繋いできました。この

日は、数々の失敗を経ながらも、ものづくりへの情熱を持ち

続け、チャレンジを続けてきたご自身のこれまでの道のり

やその中で実感してきたこと、また、技術を価値に変え、未

来を切り拓くための極意について語っていただきました。

講演会の合間に設けられた休憩時間では、実際に製品を装

着してその性能を体験する機会も設けられ、生徒たちはそ

のクオリティの高さに圧倒されました。講演会の後半では、

活発な質疑応答がなされ、これからの社会を生きる上で貴

重なヒントをいただくことができました。 


